
「がん患者の災害対策

～その人の価値観や大切にしたいことを支えるために」

7月の熊本地震に続き全国各地での大規模水害など次々に起きる自然災害に、いつどこで生じてもおかしくない

状況を私たちはひしひしと感じています。がんに限らないことではありますが、そのような災害がいつ生じても

おかしくない中でどのような対策を講じているでしょうか。がん治療中の方、症状緩和が必要な方、外見が気に

なる方等々、私たちはお一人お一人と話し合いを重ねながらケアにあたっておりますが、災害対策の視点でのケ

アはどのようにしていますでしょうか。治療病院と療養病院や訪問看護との関係など、皆さんとご一緒に学びた

いと思います。多数の皆様のご参加をお待ちいたしております。

プログラム内容

基調講演

「がん患者の災害対策

～その人の価値観や大切にしたいことを支えるために」

講師： 獨協医科大学病院 看護師長 がん看護専門看護師 岸田 さな江 先生

座長： 鹿児島県看護協会 会長 宮薗 幸江 氏

シンポジウム

「それぞれの立場でどのように取組み連携して支援するか」

座長： 鹿児島がん看護研究会 代表世話人（相良病院） 江口 惠子

【がん診療連携拠点病院の立場から】 鹿児島市立病院 緩和ケア認定看護師 塩満 多華子 氏

【在宅看護の立場から】 びっぐすまいる訪問看護ステーション 管理者 柳田 千草 氏

【在宅医療の立場から】 きいれ浜田クリニック 院長 浜田 努 氏

日時

令和9年1月30日（土）

13時30分～16時30分

会場

鹿児島県看護協会

看護研修会館3階大ホール

定員

100名

受講料

1,500円

※年会費未納の方は別途年会費500円いただきます。

※当日受付でお支払いください。（インボイス非対応）

申込締め切り：令和9年1月15日（金）

申込方法：右記のQRコードからお申し込みください。
お申込QRコード

お問い合わせ先：鹿児島がん看護研究会事務局 相良病院看護部（新垣・松山・村野）

電話：099-224-1800（代）

令和8年度 鹿児島がん看護研究会 地域連携研修 会場：鹿児島県看護協会 看護研修会館

令和8年度  鹿児島がん看護研究会  地域連携研修


